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本鼎談の主旨
農業は食糧を生産, 供給する重要産業であることは言うまでもない. 日本は, 豊かな水資源と
南北に長く伸びた国土条件により, 各地域で特色ある農業が展開され, 地域経済に貢献してきた.
近年, 高品質な日本産農産物は, 海外において高く評価されている. しかし, 現状を見ると, 日
本農業を取り巻く状況は厳しい. 農地面積は, 1961 年の 609 万 ha から 2019 年には 439.7 万 ha
へと約 60 年の間に 3割近く減少している. 日本の農業就業人口は 1960 年には 1,450 万人余りで
あったが, 1980 年 697 万人, 2000 年 389 万人, 2019 年には 168 万人にまで減少し, 平均年齢は
67 歳と高齢化が進んでいる. 労働力不足の深刻化にともない, 地域によっては, 外国人労働力
に依存せざるを得ない状況にある. 農産物の輸出が増加している一方で, 実態としては輸入量が
圧倒的に上回っている. 食料貿易がさらに自由化されるならば, その影響により, 農業の衰退が
一層進む事態が懸念される. 日本農業は, 重要産業でありながら, 生産手段である農地, さらに,
労働力の面から, 衰退の危機に直面しているといえ, 早急な対策が求められる.
本鼎談の目的は, 日本農業が, 今後, 中長期的に維持, 発展するためには, どのような方策が
有効なのかを検討することにある. 農業を取り巻く課題は多岐にわたるため, まず, 日本農業に
おける問題点を具体的に把握するために, 農業法人の経営者である木之内均氏を交え, 多様な面
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の実体験に基づき, 農村社会や農業経営, 農地をめぐる問題等の現状について明らかにし, 今後,
これらの問題をどのように解決すべきかを考察するための一歩としたい.
なお本稿では, 幅広い読者層を意識し, 固有名詞や専門用語については脚注を付け, 説明を加
えている.
【日本の村社会】




木之内：実は, 今晩も会議があります. 中山間地域の直接補償4のグループの会議です. 今日の
会議は, ｢役員そのままでいいですね, このまま出しておきますよ｣ って程度のものだから, 早
く終わります. ただ, 地区によっては, 同じような内容の会議でも, ｢ああだの, こうだの｣ い
う人がいると, 2, 3 時間はかかります.
西野：地域によって色々ですね.
木之内：とくに, 高齢者の方がいて, 土地執着が強い所なんか大変です. 例えば, 中山間におい
て共同で使うお金をどこに使うかっていうときなど, 土地執着の強い高齢者がいると大騒ぎです.
それを収めるなんて, 私たちのような若造では無理です. 役職者だったとしても, 2 時間ぐらい
黙って聞くしかない. 行政の規則に沿って, 今回の補助金の使い道は, こういうのにしか使えま
せんなんて, 私たちのような新参者が言ったら大変. だから, ひたすら黙って聞くようにします.
その後 1～2 時間してお腹が減ってきて, 酒飲みたくなってくると, 参加者の中から ｢がたがた
言うけど全部はできないんだから, ある程度, どれか決めなきゃしょうがないだろうが｣ という





国及び地方自治体による支援を行う制度として, 2000 年 (平成 12 年) から実施. 2015 年 (平成 27
年) からは, 農業の ｢有する多面的機能の発揮の促進に関する法律｣ に基づいた安定的な措置として
実施されている. 農林水産省 ｢中山間地域等直接支払制度｣ 令和 2年度版, 参照.
https://www.maff.go.jp/j/nousin/tyusan/siharai_seido/s_about/attach/pdf/index-7.pdf
(2020 年 1 月 16 日最終閲覧)
まとまることもまとまらない.
原田：先生のように長く同じ地域で農業をしていてもイニシアティブをとれないんですか？
木之内： ｢よそ者が昔のこと分るかのかって｣ って言われるだけです. 一代ではその土地の人に
なれない. 地元の人たちが喧嘩していても, 親子喧嘩か兄弟喧嘩みたいなものです. 相続とかが
絡む喧嘩は別ですが, 幼稚園からずっと一緒でしょう. だからみんなお互いを知り尽くしている
のです. 私のように, 東京や大阪みたいなマンモス校で育った感覚と全く違う. それに気が付く
までは, なんですぐに言い合いになるのだろうって思っていたのですが ｢なるほど｣ って, ある
日気づきました. 逆にいえば, 地元の人間からみれば, 私たちは宇宙人に見える. 私の育ちや祖
先のことが見えないから, 宇宙人に見えるわけですよ. もっと極端な言い方をすると, よそ者は
裏に何かあるのではないかと疑われるのですよ.
西野：先生は地元の方と結婚されてますよね. それでもよそ者といった扱いをされますか.
木之内：私の嫁は村とか, 各家庭の過去を知ってる. だから, 私のことを半分は信用する. でも
そこまで. うちの子どもに対しても, 私がよそ者だから地元の人間と全く同じ考え方は無理だっ
て言い方をされる. そういう世界です. 今の都会の若い人からみれば, ｢何バカ言ってんの｣ み
たいな話だと思う. ｢何だこりゃ｣ みたいな世界だと思います. でも, そのくらい用心深くする
ことが安心につながる事で脈々と残っている.
西野：やはり外部から来た者が溶け込むのは難しいですね.
木之内：溶け込もうと思っちゃ駄目. 逆らわないように. とにかく, 郷に入っては郷に従えで,
余計なことは言わない. そのサイクルで生きるようにするしかない. ただし, 背を向けても駄目.
村の行事とかなんかあったら必ず参加する. そこは徹底する. それと重要なことは, 地元の人と






木之内：ちょっとばかり農業でうまくやった. 有名になった. テレビにも出てる. だから, 役職
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をやってくれという人もいます. 実際, 村長になってくれ, やれ議員になってくれなんて, 30
代の頃から言われる. でもそれをやっちゃ駄目です.
西野：先生の著書に書かれていた ｢新規参入五カ条｣ のうちのひとつ, 政治には首を突っ込むな
という教訓ですね.
木之内：やらないから生き残れる. やれば敵になる人も出てくる. この敵になった人たちに対抗
していかなきゃいけない. 労力を割かざるを得なくなる. そうなると, 農業をする時間がなくな
る. それに, 仮にやったとしても, 派閥争いに巻き込まれるだけ. 私を生贄にして自分たちが上
がろうとするだけ. その上, 失敗したら, 知らん顔してよそ向くからね. だから, もしやるなら
ば, 分野の違うところで勝負しないといけない. たとえば, 県の教育委員とか, 大学教授もそう







木之内：嫁がリーダー的な人でばりばりやるようなら, 多少は良いかも. ただ, 農村で女性を立
てるのはかなり危険度が高い. よほどの実力がない限り, 気を付けたほうがいい. それに女性目







実は, 個人的なことですが, 農地ではなく山林の値段で衝撃的なことがありました. 私の田舎
は, 愛知県の奥三河にあるんですが, 20 年ぐらい前に祖父が死んで, その祖父が死んだときに,
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うちの父親に財産を, 整理してなかったんです. 2 年前に父親が死んだときに, ここでやっとか
ないと駄目だからってことで, 私が資産を相続することにしました. ほとんど山林ですけど. そ
したら 1970 年代に, うちの祖父が 200 万円で買った山が, 現在の資産価値はたったの 2万円で
した. 正直びっくりしましたが, これって一般的なことなんですか.
木之内：そんなもんです. もちろん資産価値はどこで変わるかわかりません. しかし上がると税
金が高くて払えない人が続出するという事情もある. ただ近年, 中国は木が足りないから, 日本
の木を狙っています. これまでは日本の木は細過ぎて, なかなか使い道がなかったのですが, 合
板材ができたから, 最近, 各地の森林組合が中国に製品製材として輸出しています. 実際, 山の
値段は上がり始めていますし, 今後もっと上昇する可能性はあります. つまり, どこで化けるか
分からないです.
原田：勉強になります. ありがとうございます. では, 話を戻して, 農地の値段はどのように推
移していますか. 山林同様かなり落ちていると思いますが….
木之内：3 分の 1あるいは 4分の 1くらいまで下がっています.
原田：それは, 先生が農業を始めた 1985 年頃と比べてということでしょうか.
木之内：たとえば, 私が, 南阿蘇の立野にイチゴ栽培のための農地を購入した時, 5 反で 1000
万円でした. ちょうどバブル前です. その頃, 大体, 1 反が 200 万円～300 万円が相場でした.
ところが, 今は, こっちが売るっていったら 50 万円でも売れない. ただ, これは水田の値段で
す. 水田は補助金が入る対象になる. 今でも畑に比べたら倍以上の値段っていうのが水田です.
原田：かなり下がっていますね.
木之内：ただ純粋に考えると, 今の農地の値段でなければ, 農産物での利益では買えない. 要す
るに, 純粋な農地としての地価っていう意味では, 今の値段ぐらいが妥当ということでしょう.
原田：先ほどの山林価格の低下は, 個人的な損得で考えれば, 大きな問題ですが, 農業の将来を
考えれば, この安さというか, 適正価格の下, 阿蘇のような中山間では, 規模を拡大する一つの
チャンスでもあると考えてよいのでしょうか. さらにいえば, その先に農業の明るい未来はある
のでしょうか.
木之内：ある. だから, 今は買いですよ. 農業を長期戦でみたら面白い状況だと思う. しかし,



























5 農地は耕作者自ら所有することがもっとも適当であるとの考えにより, 耕作者の農地取得の促進, そ




原田：なるほど, 同じ農業者であったとしても, 必ずしも歓迎されるわけではなく, 先ほど先生
が話されていたような村社会の壁にぶち当たるわけですね. 根は深いという感じです. では, も
う一つの理由として挙げられた負債整理の問題は, 農協からお金を借りていた人の担保価値が低
下するということですか.
木之内：その通りです. たとえば基盤整備の償還金が残っている. その償還金が, 最終処理がで
きない価格帯で販売されると不良債権になる. そうなると組合も土地改良区も地域も困るという
構図が生まれる. そのため昔 300 万円だった農地を 50 万円で売買することを, 農業委員会が許
可しない. 阿蘇では, 農業委員会が認めているのは 80 万円. 農地の価格が下がっているのは事
実ですが, その背後には, みなさんには伝わっていない構図が動いているということです.
原田：農地の問題は闇が深そうです. 戦後, どれだけの税金が基盤整備に注ぎ込まれたのでしょ
うか. もちろん, それで農業が上手くいっていれば問題はないでしょうが, 実際は, 大きな課題
を抱えているのではないでしょうか.
木之内：諫早湾の事例を紹介しましょう6. 諫干の基盤整備地には一反当たり 380 万円ぐらいか
かっています. 干拓の堰の建設費など全部入れると, 一反当たり 500 万円は下らない. ところが,
売り出すときに 100 万円っていうので売り出そうとした. そのぐらいの値段でなければ農家が経
営できないとわかっていたからです. ただ, 100 万で売り出すことに私は反対でした. ｢売って
しまうと耕作放棄地になりかねない｣ と. 入植して失敗して出てったらどうするのですか. だか
ら ｢全面貸し付けにしろ｣ と意見したが, 最終的に国が駄目っていうことになった. つまり, 貸
し付けでは代金回収できない. ただでさえ安く売って, 代金回収できない上に維持費はかかるの
です. ところが, それを長崎県が国から買い入れて, それで貸し付けにした. そういう構図だと,
手放したときもまた次の人が入植しやすいでしょう.
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6 諫早湾は, 九州西部有明海南西部にある内湾である. 日本でも有数の干潟が広がり, 貝やのりの養殖
が盛んであったが, 1989 年防災と農地造成を目標に農林水産が干拓事業を着工する. 2007 年に工事
は完了し, 2008 年から農地としての運用が開始する. 事業主体は農林水産省であり, 工事の完了後は
長崎県によって管理が行われている. この事業は, 戦後間もない食糧難の時期に構想された ｢長崎大
干拓構想｣ が出発点であったが, 諫早湾沿岸の漁民による反発があり, 事業計画の度重なる見直しが
行われた. 着工後も 1997 年の諫早干潟の自然保護運動, 2001 年の佐賀県, 福岡県, 熊本県の有明海
沿岸の漁民による事業反対運動等の反対運動が起こる. 2008 年には泉水海漁民を含む 41 名が長崎地
方裁判所に常時開門を求めて訴訟を起こし, 佐賀地裁において 3年の準備期間の後 5年間の常時開門
を命じる判決が下る. 岡田奈穂美 (2013), 『大辞泉』 参照.
原田：分かります.
木之内：農地は公が持っていないと, 耕作放棄地が生まれてしまいます. 実際, 熊本の横島干拓
では離農した後の放棄地問題があり最終的に, 阿蘇のファームランドがある所にあった国立牧場
をそこに移しました. 干拓の優良農地の耕作放棄地解消のためだと思います. また山口県に作っ
た ｢花の海｣7 はもともと干拓地の耕作放棄地でした. 20 年間も放棄地になっていた場所です.
昭和 40 年代の干拓だから当時は農地の値段は上昇傾向でした. 土地がどんどん値が上がってる
ときです. だから漁業権を持っていた漁協半農半漁の人たちが, 農事組合法人をつくって, アサ
リの漁業権の代わりに, 農地を取得しました. 土地をもらっておけば値上がりするだろうと考え
たのです. 最初のうちは, 農業もやっていましたが, 漁業のほうが儲かるから, しばらくすると




をかけると言ってきたのです. それで, 町から坂本さん8に相談があり, 農場計画を ｢船方グルー
プ一軒じゃできない. 木之内, 一緒にやらんか｣ と相談を受けて, ｢花の海｣ を作ったのです.
西野：｢花の海｣ の誕生には, そのような背景があったんですね. 町が仲介したということは,
やはり ｢花の海｣ の農地は借地ですか.
【 ｢花の海｣ の未来】
木之内：いや. ｢花の海｣ の設立条件は, 15ha の中に点在していた数件の個人所有農地も含めて,
すべてを買収することができることでした. それは坂本さんも私も, 農地問題がどれだけ大変か
よく分かっていましたので一致した考えでした. 実際, 坂本さんに誘われた時, まだ 15 町の土




木之内氏が中心となり出資して, 2003 年 6 月設立. 育苗を中心とする生産事業, 農業を起点とした交
流事業を経営の柱としている. 生産事業では, 農学と IT を融合させた苗生産管理システム, 人材育
成, 高度な栽培管理等に取り組んでいる. 交流事業では野菜・果物の収穫体験, 農産物直売所, 農家
レストラン, 農場見学, 協働を通じた地域とのつながり等を行っている. 敷地面積は 15.7ha. 企業理
念は, ｢農業の未来を創る｣.
8 1940 年, 山口県生まれ. (有) 船方総合農場創立者, 元みどりの風協同組合理事長, 元 (株) 花の海取
締役会長, 初代日本農業法人協会会長を歴任. 1964 年から山口県阿東町にてシクラメンの生産を開始.
1969 年に ｢(有) 船方総合農場｣ を設立し, 大規模酪農開始. その後, 都市農村交流事業を展開する
｢(株) グリーン・ATO｣, 農産加工事業の ｢(株) みるくたうん｣ 等の関連会社を設立し, 事業拡大に
尽力した. 法人化, 大規模経営, 6 次産業化のパイオニア. 第 64 回全国農業コンクール大賞受賞.
てくれるならば, やりましょう｣ と回答しました. この時, 坂本さんが ｢木之内, おまえさすが
だな. 土地問題は若い者では, なかなかわからない, 苦労してきているからこそだな.｣ と言っ





入した背後に, 坂本さんと先生の覚悟のようなものが伝わってきます. まさに ｢花の海｣ は西日
本最大級の規模経営でもあるし, しばしば成功例として紹介される理由が隠されているようです.
木之内：坂本さんたちと法人協会を作った理由は, どんどん企業が農業に参入しようとしてるな










原田：農民としての覚悟が先で, 何を作るかは後だったんですね. 覚悟というか, 熱い想い, あ
るいは危機感といったほうがいいかもしれません.
木之内：いろいろ言い方はありますが, ｢花の海｣ を手掛けたのは, 農業者として馬鹿にされ続
けてきたことの反発も大きい. 例えば, 木之内農園に ｢高度人材｣ としてベトナム人を入れよう
として, その手続きで入管に行ったら, ｢なんで農業に高度人材が必要ですか｣ って言われまし
た. ｢どういうことですか｣ って聞き返したら, ｢だってお百姓さんでしょう｣ って言われたんで
す. 農業界では, ｢農業法人化｣, ｢6 次化9｣ とかいろいろ言われているけど, 役人は何も知らな
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9 農林漁業の 6次産業化とは, 1 次産業としての農林漁業と, 2 次産業としての製造業, 3 次産業として
の小売業等の事業との総合的かつ一体的な推進を図り, 農山漁村の豊かな地域資源を活用した新たな
付加価値を生み出す取組み. これにより農山漁村の所得の向上や雇用の確保を目指す. (農林水産省
HP参照. https://www.maff.go.jp/j/shokusan/sanki/6jika.html) (2020 年 1 月 16 日最終閲覧)
い. だから, ホームページ見せて, 観光農園や加工品もやっている事について説明したら, ｢今
の農家ってこんなことやってんですか｣ って言われました.
原田：百姓としてのプライドですね. ただ, プライドだけでは法人化を進め成功することは難し
いし, だからこそ評価されていると思います. さらにいえば, ｢花の海｣ とは, 日本農業の将来
を指し示す一筋の道だと思います.
木之内：これが ｢花の海｣ の決算書です. 2019 年トータル売り上げは 16 億 5000 万円, 2020 年
18 億～20 億円の見込みです. 税引き後の利益は, 2019 年度で 8000 万円以上出しています. だ
から超優良な農業経営といえるでしょう. しかし, この経営状況であっても, 私たちは維持して
いくのは簡単なことではないと思っています. 社員の平均年齢は現在 30 代前半です. 今後給料
も上げていかなくてはいけないし退職金もいずれ発生します. 人件費は退職者を出した時が初め
て安定期に入る段階です. 現在の売り上げはあっても内部留保できるほどの利益を積み上げられ
ているかというと, 施設の老朽化や台風などの自然災害に耐えられるだけの資金や, 10 年か 15
年したときに施設を更新するための資金が, 十分に残っていますかと言われたら, まだまだ十分
ではありません. だから 20 億円くらい売り上げていても, 将来継続できるかと聞かれれば, 正
直, 非常に課題が多いと言えます. 雇用人数も社員とパートを合わせると 250 人もいる会社です.
250 人いて 20 億円の売り上げでは難しい. 少なくともいい気になって第 2 農場, 第 3 農場やら
に手を出すことはできません. 坂本さんが亡くなる前に言っておられました. ｢農業は本当に儲
からない職業だな. 常に足元と周りをよく見て背伸びせずに堅実に行けよ.｣ と.
原田：えっ？ちょっと待ってください. ｢花の海｣ は成功例というよりも, 先ほども言いました
けど, 日本の将来の農業のあるべき姿であると捉えていました. そのように考えているのは私だ
けではないはずです. 農地の値段が下がり, ｢花の海｣ のような法人化が作りやすい環境が生ま






















西野：原田先生の気持ちわかります. 私もそうですが, 事例研究の場合, 調査をする関係で廃業
になった事例の調査は難しい側面があります. そのため, 優良もしくは少なくとも事業を継続で
きている事例を対象に研究せざるを得ない状況もあると思います.





しかし, そういう先入観は捨てて, あえて先生に聞きます. 日本の農業に未来はありますか.
木之内：もう終わりですよ.
西野：絶望的な状況とお考えですか.
木之内：絶望的ですね. なぜならば, このまま恐らく, 農地はどんどん荒れていくでしょう. 企
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業が入ったって, ご存じの通り儲かっている所はない. 企業並みの給料設定をして農業生産で儲
かるわけない. ましてやド素人がやる. 絶対, 無理です. 今の農地法の問題からしてもね.
























はヘリコプターで農園に乗り付ける. でも, 農園で働く人間は, 水くみに 2キロ先まで歩いて行っ
て水を運んでくる. ｢ヘリ買うお金があるなら, ポンプ買えよ｣ といったら, ｢ポンプで水を上げ
たら, こいつらの仕事がなくなり食っていけなくなるじゃないか｣ と返されました. そういう理






世界では, そういうことができない. ただ, 海外から来た実習生は, ほとんどピンハネされてい
る. 農家は賃金を日本の労働基準法にしたがって払っても, 実習生には下手をすれば半分しか手












木之内：だから, 一回, 崩壊しなきゃ駄目なんですよ. ただし, なくなったら困る. でも, 一回
ガタガタになって, ボロボロになって, みんなが困って立ち直るしか道はない. そのときに今の
20 代, 30 代の農業者は儲かる時が来る. 私は, よく講演に行って, 若手を前にして, ｢いいか,
政府の言うこと聞くな｣, ｢政策に巻かれるな｣, ｢自分の経営能力をよく見ろ｣, ｢下手な補助金取
るな｣, ｢今, あんたたちが一番やらなきゃいけないことは, 農業技術を徹底的に磨くこと, 人を
使える能力を身に着けることだ｣ と話す. 栽培の技術を徹底的に磨いて, どこに行っても確実に
栽培できる力を養えと. もう一つは ｢人を使う能力を付けろ｣. どんなに上手く作れても 1人で
やることには限界があります. 人をどうやったら使えるか. これは金を払えばいいということで



















当に生産で稼いでいるわけではない. 加工や流通までやって取れているのがほとんどです. 6 次




西野：6 次化は注目を集めていますが, 結局, それは生産現場の軽視につながるわけですね.
木之内：そうでしょう. だから生産のところにみんなの力が入らない. 力が入らないからどんど
ん衰退する. 鉄砲玉がない鉄砲持っててどうすんだよって言いたい. 農業法人の活路は 6次化に
求められる風潮が出来上がっているけど, この点も崩壊を早める一因です.
西野：もっといえば, 6 次化は大変注目されているけれど, 農産物に付加価値を付けないと儲か
らない構造に陥っている. 逆にいえば, 第 1次産業としての農業が, 産業として成り立っていな
いことを示しているともいえるわけですね.
木之内：産業として成り立ってないです. いかに農業界が 6次化によって全然違う産業分野に力
が行き, 生産から離れた世界になっているかをまず自覚をした上で研究をし, どう 1次産業とし
て自立するかをやらない限り農業は良くならない. そもそも 6 次化って, 今村奈良臣先生10の提
案ですけど, 今村先生は法人協会を作ったときの顧問でもあったから, よく宴席をともにしてい
ました. 20 年位くらい前かな, どこかの飲み屋で, 誰かが, ｢6 次化って, 足し算だと 1次産業
鼎談：日本農業の現実的課題
242
10 1934 年, 大分県生まれ. 東京大学名誉教授. 専門は農業経済学. 農産物の生産だけでなく加工と流通
販売を担う農業の 6次産業化を提唱. 日本農業経済学会会長, 農林水産省の食料・農業・農村政策審
議会会長などを歴任.
の農業がなくなったら, 5 次産業ということになって, やっぱ俺たちはいらないってこと｣ って
言ったのです. それまで今村先生は ｢1 次産業＋2 次産業＋3 次産業｣ という足し算で 6 次化を
捉えていた. そしたら, 坂本さんが ｢掛け算にすりゃいいじゃない｣ って言いだした. ｢掛け算
にすりゃ, 1 次産業がゼロになったら全部ゼロだ. ざまあみろ｣ って. それで今村先生が ｢そう
だ, 掛け算に変えよう｣ となったのです.
原田：一見すれば, 数字遊びのような話ですが 6次化を足し算か掛け算のどちらで捉えるべきな
のか, なかなか興味深い話です. ただ, 農業者からみれば, ｢1｣ が ｢0｣ になれば ｢6｣ は成立し
なくなるという主張はもっともですが, 逆に, ｢2｣ と ｢3｣ の立場からみれば, 原材料は日本産
である必然性はどこにもない, ということでしょう. むしろ外国産を使った食品は巷に溢れてい
ます. このような状況のなかで農業者が 6次化を行うと, 外国産に依存した食品と競合するわけ
ですし, それに敗れれば ｢1｣ そのものが崩壊することになりかねない. もろ刃の剣という印象
を持ちます. ただ, 農業が産業として成立するにはどうすべきなのか, やはり農産物そのものを













木之内：恐らく, 2 倍になっても適正利潤はなかなか取れないです. 2.5 倍くらいになれば, 農
家も普通のサラリーマン並みぐらいのお金を手にすることができるでしょう.
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原田：しかし, 先ほど木之内先生がいわれたように農産物の価格は, 自然災害などの例外を除け
ば, 据え置き状態が続いている. ただ, 日本中のあらゆるところに ｢いちば｣ は存在しているし,
毎日取引が行われているなかで, どうして価格が一定で, それも安い価格が維持できるのですか？











原田：なるほどそういうカラクリですね. 実は, 私の伯父は, 昔, 愛知県の三河で八百屋を営ん
でいて, 小学生の頃 ｢いちば｣ によく連れて行ってもらいました. その時, すごく印象的だった
のは, セリです. なるほど農産物を ｢いちば｣ で手に入れるためには競り落とす必要があるんだ,
とすごく感動しました. でも, そうしたセリそのものが少なく, 相対取引が一般化しているわけ
ですね. ただ, 伯父さんがセリに加わっているとき, 落とせなかったらどうなるのか, お店に並
べるものがなくなったらどうするのかという不安がよぎったことも覚えています. 相対取引なら
そんな心配をする必要もないですし, 売り手の農家も売れ残る心配はないとうことですか. とく
に, 規模を拡大すればするほど, 大量の農産物をセリに任せるのは, 不安でしょうね. 少しくら
い安くても現金を手にしなければ, 経営が行き詰まるとうことでしょうか. では, 最近, 注目さ
れている ｢販社｣ は期待できそうですか.
木之内：｢販社｣ については, それを担っている人たちが, 最近, 『ガイアの夜明け』, 『カンブリ


























原田：経営という視点からみれば, ｢販社｣ は特別革新的とはいえないでしょうが, 逆にいえば,
｢農協｣ の役割について考えざるを得ないと思います. 農協の功罪を木之内先生はどのように捉
えていますか. 個人的には, 肥大化した農協が日本の農業を救えるとは思えないです.
木之内：JA ビルの一番トップの連中はみんな, 東大出や一流大学の出身者たちが中心です. 彼
らは, 農家を黙らせておいて, 自分たちのステータスだけをしっかり確保できるフレームを作っ
ている. 官僚組織と同じです. JAビルって, 経団連よりでかいからね. あそこだけはマネーの






木之内 均・西野 真由・原田 忠直
245
木之内：もちろん, 組合ですから, 中央のやり方に異議や文句を言うことができる. だから, 総
代会や理事会は怖い. しかし, 農家にはほどほどバラまいて, よく分からないようにして頑張っ




木之内：できてないです. 郵政とは違う. もちろん, 政治家のなかには農協にメスを入れようと
している人もいる. しかし難しいでしょう. もちろん, 私は農協派じゃない. 農協には頭にきて
る. だけども, 農協がつぶれたら, 地方は今よりもガタガタになるのが早まるだけでしょう. そ
の結果地方の過疎化はもっと進む. 最近, コメリと農協とが組み始めて購買事業を進めたりして










木之内：本来はね. 農村は大多数が農家だから, 行政は農協に委託をすることによって, 地域を
守ることとイコールにしている. それに農水省も自分たちの器を小さくしたくないから公民館も
ほとんどが農村生活改善センターなど, 多くが農業予算で建てられています. 要するに, 全て農






木之内：改革は絶対必要です. しかし, 難しい. 理由は簡単, 危機感がないからです. 熊本の中
央会も立派なビル建てたけど, 農家が大変な時に, ｢ふざけんな｣ と言いたいですよ. 毎年, 農







らない. 農家が知っているのは単協の支所の人くらいですよ. 組合長や部会の役員には, 県連や
国の 4連11の存在あってこそ単協が成り立つとしっかり説明説得を上手にやれば, 何もいえなく
なる. もちろん, 表面的にいえば, 貢献しているようみえる. 数字でそれを証明することは簡単
です. 行政の政策も法人化をしろ, 新規参入の施策をしろ, 集落営農やれ, 中間管理機構で土地
集約を進めろと言って補助金をちらつかせれば地方行政や地域は従う. でもこのお金の出所はほ
とんどが国と県です. それを回すための事務局として, 農協系統にすべてと言っていいほど割り









いつも思っています. 本当に農業や地域, 農家のことを理解し, 未来の日本農業を見据えて努力
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11 4 連とは, 全国レベルの農協関連組織である全国農業協同組合中央会, 全国農業協同組合連合会, 農
林中央金庫, 全国共済農業協同組合連合会を指す. 農林水産省 ｢農協について｣ (令和 2 年 4 月) 参
照. https://www.maff.go.jp/j/keiei/sosiki/kyosoka/k_kenkyu/attach/pdf/index-109.pdf (2020
年 1 月 16 日最終閲覧)
しているようには, 私には見えません.
原田：過激ですね. でも実に分かりやすい. ただ, もしもこれが外国の構図だったら, たとえば,
中国農業の実態が同じようなものだったら, 研究者は, 鬼の首を取ったみたいに論文書きますよ.
日本農業の研究者のなかで, 木之内先生のような方は少数派なんでしょうかね.
木之内：ちょっと前の話だけど, 某有名大学の教授に ｢木之内, あまり言い過ぎないほうがいい
よ. 干されるよ｣ ってまともに言われました. 頭にきたから, ｢あなたの教え子がそんな官僚た
ちなのではないですか｣ って言い返しました. 別に干されても農業やっていれば自分の飯くらい
食べていけますからね. でも, それを言ってから, 本当に農水省がらみの仕事がかなり減ったよ
うに感じます.
もちろん, 忠告してくれた教授は, 心配して言ってくれたのだから, 別に反発しようとか, 嫌
いになったわけではありませんが, 全体の構図としてはそういうことなのです. でもそこまで知
りながら, 調査したり, 現実がどうなってるかっていう点に目をそらし続けているのか本当に現
実がわかっていないのかは, 私にもよくわかりません. でも, 肥大化した農協の中でも, 専門農










かし, 農家の状況に合わせた細かい指導や, さまざまな販売ルートの開拓まではできてない. こ
れが一般の大手企業だったら, たとえば, 落ちこぼれの社員がいたら, いかに引き上げるか. 社



















木之内：今後, さらに急激に崩れますよ. 農地の下落以外にも, 農協組合員の急激な減少の可能
性です. 昔は親子だったら無条件に息子も組合員です. でも, 息子は農業ではなく, 一般の企業
で働いている. 息子たちの給与の振込先は, 都市銀行が中心です. つまり, 口座は全部, 農協じゃ
なくなっています. 私も大学の給与, 講演料, 会社の役員報酬の振り込み先は全部銀行です. 農
業法人の大半は銀行と取引しています. 農協の貯金も今のところ高齢者の年金の振り込みなどが




木之内：もう少々手遅れ, 駄目かもしれないですね. 生かさず殺さずならいいけれど, もう生か
す農家もいない, なんてことになりかねません. ずっと農家が儲からなくても取り上げることし
てきたから, 農家に冷や飯食わせるようことをしてきたから駄目なんですよ. いずれにせよ. 再
生可能な仕組みをきちんと提供できなかった. きめ細かなアドバイスができなかった. それは農
協の責任も大きいですよ. もちろん, 生かさず殺さずの中で, 教育もしないまま自立をさせない
で飼いならしてきた, 農家から見れば飼いならされた. そのなかで, 農家も考えなかった. 究極
を言えば農家自身も勉強不足だったのだと思います.




木之内：能力がなかったのでしょうね. 生き残り策として, ガソリンスタンドや, 結婚式場や,
葬儀屋みたいな別事業に終始してきて本来事業のはずの営農指導や農産物販売をおろそかにして
きたツケだと思います. ただし, 私は決して農協だけのことを悪いと思っているわけではありま
せん. 私が南阿蘇で新規参入して 2年ほどたった時, 地域の産物であったタバコの減反が始まり
廃作奨励金が出ることになった. この時農協と役場が施設園芸を導入しようと計画し, 農家に説
明会を行った. ところが当時はまだ補助金がなかった. そのため ｢皆さんやりませんか｣ といっ
ても, 誰も手を挙げない. そのとき私は, 一番後ろのほうで聞いているだけだった. しかし地元
農家に希望者が出なかったため私に白羽の矢が立ち, 農協の職員が私のところに来て ｢あんたが
もしハウスでメロンを作り始めてくれるなら農業委員会に働き掛けて農業者にしてやってもいい｣
と言ってきた. 私も農業を始めて 2年が過ぎていましたが, 農業委員会で認められておらず, い
わゆる闇小作状態であった. 正式に土地も借りられない, 補助金ももらえないため農業者になる
ことが何よりも大事なことだった. その為ぜひお願いしますと頼みハウスを建てると約束しまし
た. これにより農業委員会で認められ約 3年後に, やっと正式な農業者に認められた. ところが
どっこい, 金は持っていない. 制度資金を借りようと思い普及センターに行って, ｢すいません,
どういう融資がありますか｣ と聞きました. 資料を見せていただき, 後継者育成資金が無利子な
ので良いと思い ｢すいません, これ貸してください｣ と頼むと ｢あんた親いないから, 後継者じゃ
ないから駄目です.｣ と断られた. 次に, 改良資金はどうですかと尋ねると ｢これは中核農家に
貸すやつだから, 君は駄目です｣ と断られた. ｢どれなら貸してもらえますか｣ と聞いたところ
｢いや, 無理だね｣ と言われました.
それで, 農協に行って ｢すみません, 僕が借りるお金がなさそうです｣, ｢お金がないとどうし
ようもないから, ハウス建てられません｣ とあやまったところ農協の職員が ｢それはまずいな,
我々が何とかするから, おまえは黙っとけ. 俺たちが書類は書いて出すから, ひとことも言うな｣
と言われて, 近代化資金を貸してくれました. この資金は農協の決済で出せるらしく農協が貸すっ





12 営農指導は, 農協の事業のひとつである. 農協の営農指導事業は, 農業経営の技術・経営指導, 農畜
産物市場の情報提供, 新しい作物や技術の導入等, 組合員の営農支援のための活動を行っており, そ
の中で, 農業の技術・経営や農畜産物販売について農家の相談相手になり, 指導を行っているのが農
協の営農指導員である. 営農指導は, 個々の農家の技術・経営の指導だけではなく, 地域農業戦略の
策定, 農地利用調整, 生産部会活動支援等, 営農企画業務も担う. JA グループ HP ｢営農指導に関
する事業の紹介｣ より. https://agri.ja-group.jp/support/lead (2020 年 1 月 16 日最終閲覧)
ただ, ハウスを建てるとき, もうひと山あった. 近代化資金を借りるようになったら, 次に保
証人, 連れてこいって言われました. 組合員 2人の保証人が要るのです. いろいろ世話になって
いた農家を回わってみましたが, 誰も保証人にはなってくれませんでした. この経験で金を借り
るということが, どれだけ大変かということも嫌というほど思い知りました. 保証人も見つから
ないまま農協に帰って, ｢保証人が見つかりません｣ と報告すると指導員が ｢全く, おまえは本
当になにも持ってないんだな｣ と言いながら ｢ちょっと待っとけ｣ と言って, 指導員 4人でごちゃ
ごちゃ話した上で ｢それじゃあ木之内, 150 万ぐらいだから, 俺たちが保証人してやるよ｣ と言っ
てくださいました. 今の指導員にこんなことしてくれる人がいるでしょうか？ また当時の普及
員も, 朝の 5時から夜中まで ｢ああでもない, こうでもないと議論して, 木之内, これはこうし
たしたほうがええぞ｣ と言って農協の指導員と共に, 付き切りで教えてくれました.
原田：古き良き時代という感じですが, 先ほどの先生が言われた ｢飼いならされた｣, ｢農家自身
も悪い｣ というのは, 先生を支えた人びとの存在を踏まえれば, 農家が現場に集中できる時代も
あったということですかね. 美味しいものを作ることに特化できたということでしょうか.
木之内：農家の本業は 1次産業です. 例えばマグロの一本釣りしている漁師が, バイヤーに成り
上がって儲けてやろうと思って船に乗るわけではないでしょう. きょうの一本, 釣れるかどうか
と勝負しています. 焼き物焼いている人もそう. たとえば, 陶芸家も, 幾らで売れるなんて関係
ない. 本当にこの作品を最高のものにしようと思って, 制作に打ち込んでいる. それに近いのが
われわれ農業従事者. 食べてさえいけるならば, 本当に作ることに特化をしたいと思っている職
人が多いと思います. 今, 農業をしている多くの人はそう思っていると思います. 実際, 私も朝
から 5時に起きて, 牛の世話しようが畑に行こうが, まったく苦労と思いません. それよりも毎
日大学に来るのに, 革靴を履いて背広着たと同時に, 今日も行かなきゃいけないのかと思います.
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事実です. これは嗜好の違いではなく, どこまでも階層化の問題です. 今後, 日本社会は階層化
がさらに進むことになるでしょう. だから, 高所得者層を対象とした農業は必要とされるでしょ






まれることになるかもしれません. ただ, 日本の場合は, 農地が私有財産になっていますから,
それがブレーキになっていることは事実です. しかし, 山林は農地法にかかっていないなかで,
バブル時代にゴルフ場が次から次に建設された歴史があります. あのような状況が農地にも生ま
れるかもしれません. ただし, 私自身, この問題については非常に悩んでいます.
原田：確かに簡単に答えをみつけることできないですね.
木之内：プランテーションになることがいいこととは思っていません. それは避けたいところで
す. 搾取するという意味でもあまり良くないと思っています. しかし, 現況からしてみると, 一
歩間違えればプランテーションが生まれる可能性というか, 危険性は多分に含んでいるように思
えます. ただ, 私たちの世代には農地に対する思い入れがあります. とくに, 私たちのような 50
代後半以上の世代は, 子どもだった頃, まだ機械化が進んでいなかった. だから, その頃は嫌々
だったけど農業を手伝った経験があります. だから, 自分の家の農地がどこにあるか知っていま
す. それに親たちも先祖代々の農地ということをいつも言っていましたから, 農地に対する執着





木之内：そうです. つまり, 40 代やそれより下の世代では, 子どもの頃から農業に携わった経
験がない人が多数派です. さらに職業として農業ではなく, まったく違う職業に就いているわけ
ですから農地に対する愛着はほとんどない. 私の地区でもいえることですが, 私たち世代が, 若
手に対してあなたの家の農地は, どことどこですよと教えることがあります. 彼らは自分の家の





目が来ていると感じています. そこに, 大手とか外国資本が出てくると, つい売ってしまうので
はないかと思います.
原田：先ほどのゴルフ場の話を思い出せば, そういうことが起こりそうです. さらに, 実習生の









まったく知らないです. 企業がどういう発想で物事を考えているかM & A とかハゲタカとか
いわゆるテレビドラマで言葉は知っているかもしれませんが, その中身は分かっていないです.




木之内：現段階は, まだ 60 代, 70 代, 80 代の方々がご先祖代々の農地という考え, それが一つ




木之内：ただ, 最初に売る人はかなり気を使うと思います. ところが, 一軒売ったとしたら, た
がが外れて, 俺も俺もっていう流れが生まれると思います. 農村というのはやっぱり人の目を気
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木之内：実際, 森林は, 先にも指摘されていましたが, すでに買いに来ていますね. 森林, それ
に水源も含め購入対象になっています. だから, 今は歯止めがかかっていますけど非常に危ない
と思います. そういう意味での大企業がというのが, 日本の資本, 外国資本はシビアに農地を狙っ
ているところはあると思います. さらに極端なことを言うと日本の米が美味しいということは,
中国では誰もが知っているわけです. 商売になると見ればそういう理論の中で買い付けに入り一
気に抑え込む. 一歩間違えれば, 政府の考え方も, そこに多額の補助金を使っているなら, 解放
してしまった方が国家財政的にいいのではないかと言うことになるかもしれない. もちろん, 簡











ることはありますが, 今から 30 年前くらいだと, 山口力男さん13とか山下惣一さん14など農業関
係者はよくコメンテーターとしてテレビに出ていました. ところが, この 20 年ぐらい前からな
くなっています. 農業の業界内にいると, すごく大きな変化が生まれているように感じ, 社会が
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13 1947 年, 熊本県生まれ. 全国農協青年組織協議会委員長, 熊本県阿蘇町農協理事などを歴任. 阿蘇山
麓の農業経営者らと農作物の宅配, 農作業請負などのグループを結成し, 農村と都市間の交流に尽力
する.
14 1936 年, 佐賀県唐津市生まれ. 農業に従事する傍ら, 農業をテーマにした執筆活動を続ける. 『小農
救国論』, 『農からみた日本』 など著書多数. 小農学会共同代表.
農業の事を考えてくれているように思いがちです. 温暖化だとか, 食料問題だとか, TPP だと


















かしな制度です. ただ, 先生は高度人材に力を入れていますが, その実態をお聞かせください.
木之内：最近, 特定技能15ができたわけですが, なかなか思うように特定技能は増えていない.
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15 特定技能制度は, 2018 年の入管法改正によって新たに導入された外国人労働者受け入れ制度である.
2018 年 12 月の臨時国会において ｢出入国管理及び難民認定法及び法務省設置法の一部を改正する法
律｣ が成立し, 同月 14 日に公布された. この改正法は, 在留資格 ｢特定技能 1号｣ ｢特定技能 2号｣
の創設, 出入国在留管理庁の設置等を内容としている. 2019 年 4 月 1 日より人手不足が深刻な産業分
野において ｢特定技能｣ での新たな外国人材の受入れが開始している. 公益財団法人国際人材協力機
構 (JITCO) HP 参照. https://www.jitco.or.jp/ja/skill/ (2020 年 1 月 16 日最終閲覧) 特定技能 1
号在留外国人数は 8,769 人 (2020 年 9 月末現在). 出入国在留管理庁 ｢特定技能 1 号在留外国人数｣
極端なこというと, この制度を使われない実態が明らかになると, 国会で追及されかねない. 当
然のことです. 特定技能ができるまでは, 高度人材の受け入れは, ｢どうぞ, どうぞ｣ という感
じでした. ところが, 最近, 私の会社でフィリピンから来た 2人の高度人材は更新できませんで
した.
原田：観光施設のレストランで働いたフィリピンの方たちですか.
木之内：そうです. 通訳として来ていた 3人のうち, 一人は更新できましたが, 2 人は多過ぎる
といわれました. 私たちの阿蘇はコロナ前にはインバウンドのお客様の急激な増加で対応に苦慮
していました. 施設内の案内やホームページの翻訳や SNS の発信, 来られたお客様の対応など
彼女たちは大活躍でした. 私たちがしっかり活躍している証拠の書類を揃えきれなかったことも
原因ですが, 特定技能にすればいいんじゃないですかともいわれました. 結局コロナ禍のなかで,







す. 日本人で農業で働いてくれる人はなかなかいません. 実際, 私の学生にしても, 先生の学生
達にしても, 農家に入って野良仕事をしたいという人はいますか. 私みたいな変わり者は別とし
てもね. まあ, たまにはいますよ. しかし, 変わり者以外で, 農村で働く人はいないです. もっ
とも, 総務省の地域おこし協力隊みたいなインストラクター的な立場として農村で働く人はたく




木之内：熊本には農業関係の科を持つ高校が 7校あります. 農業県だからね. ただ, 隣の大分県
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(概要版) 参照. http://www.moj.go.jp/isa/policies/ssw/nyuukokukanri07_00215.html (2020 年 1
月 16 日最終閲覧)
はゼロです. 私は大分の最後の農業高校の閉校式に行って講演しました. なんで私が閉校式で講
演しなきゃいけないのかと思いましたけど. 今年, 復活させる動きはあるみたいです. ただ, 現
実としては, 熊本の農業高校で定員に達しているのは 3校だけです. 郡部にある学校はすべて定
員割れです. 以前から, 農業高校は偏差値が低いというレッテルが貼られています. どうしても






なる者もいるでしょう. これまで私の大学を卒業して私の農園に 6人入りました. そういうケー
スもないわけではないです. そこをクローズアップすると後継者はいるように見えますが, 農業
界に必要とされる不足を補えるわけではない. 現実問題として, 海外から実習生に頼らないと,









が成り立つようになってしまっています. しかし, 現状では実習生がいなくなれば, 日本農業の
将来は九分九厘終わりだということをしっかり認識すべきです.
原田：先生が抱く危機感は理解できます. ただ, 今後, 実習生が日本に来る魅力はだんだん無く
なっていくのではないかと思えなくないです. この点はいかがですか.
木之内：以前, 実習生の多くは中国人でした. しかし, 経済成長を遂げるなかで, 中国では大卒
が多くなっています. 私がかつてかかわったアサヒビールの農場では, 当初, 大卒が農場に就職
するケースはありませんでした. しかし, 1, 2 年すると給与次第で働きたいという大卒が現れ
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ました. さらに, 5, 6 年もすると, 大卒が募集に食いついてきました. 経済成長遂げている中
国も, 大卒があぶれれば, 農業分野にも職を求めるようになってきました. つまり, そのくらい
社会の変化が早いということです. それに, 大卒があぶれるなかで, 逆に一般労働者は地域によっ
ては不足気味で, 賃金水準は上がっています. 日本が求めるような人材は, ピンハネされるよう
な日本には行かなくても中国国内で生きていけると判断しているのでしょう. だから, 今の実習
生の手取り額では中国で日本に来る人材を確保することは難しくなってきています. 今は, ベト
ナムへシフトしつつあります. ところが, ベトナムだって経済は急成長しています. 今後は, カ




い状況です. だから, 私は息子に下手に法人化などをせず, 家族経営でやった方がいいといって
います. つまり, このような未来像を前にして, 一人家族で食っていく農業であればそんな心配
することはないということです. しかし, 全体でみれば, 日本の食料はどうするのか？ 抜本的
な改革をしないと, 自給率は急落し危機的な時代を迎えることになります. この危機感に対して
行政や国民は, 真剣に考えなければいけない時を迎えています. もちろん, 先生方も含め多くの








敬遠されます. さらに, そもそも農業は疎遠な存在です. しかし, 途上国から来る大卒の人は,
農業に対する思い入れがあります. 日本の昭和 40 年代くらいの感覚を持ち合わせています. 昭









は農業が主力産業ですから. だから一生懸命仕事します. 今時, そんな学生を日本で見つけ出す
のは難しいでしょう. 大半の学生は責任ある仕事はしたくないとか, マニュアルくれ, 給料が高
くて安定した仕事がいい, としかいわないです. それに, 途上国で大卒者の家庭は裕福な方です.
地域に対する問題意識, 農業に対する問題意識を持っている人は少なくない. はっきりいってし




原田：厳しいご意見ですが, 私も, 農業関係者に限らず, 日本人よりも外国人を採用したという
社長の話はよく耳にします. ただし, 人材不足問題に対して何もしていないわけではないと思い




農協も組合員も, ｢なんなんだ｣ ということになりました. 農業関連で金を集めておいて農業に
投資してないわけですから. もちろん, 農林中金は頭いいですよ. 農業関係に投資しても儲から
ないから投資しないわけです. だから, 投資案件として農業関連がないのは正しいです. しかし,
バッシングされたわけですよ. それを回避するために, 農林中金がアグリビジネスへ投資を始め
たことが, 農業経営学校の設立の一つの背景です. それともう一つの重要な流れとして, 当時,
農水省の農業者大学校 (以下, 農者大)18 がダメになったことがあります. あの時, 私も, 農者
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16 日本農業経営大学校は, 持続可能な経営を確立できる農業経営者及び世界的な視野と地域での実践力
を兼ね備えたリーダーの育成を目的とする教育機関. 2013 年 4 月開校, 東京都内に校舎を有し, 全寮
制. 教育期間は 2 年間 (講義・演習＋現地実習). 運営母体は一般社団法人アグリフューチャージャ
パン. 日本農業経営大学校HP参照. https://jaiam.afj.or.jp (2020 年 1 月 16 日最終閲覧)
17 農林中金とは農林中央金庫の略称である. 農林水産業者の組合の中央金融機関. 農業協同組合・森林
組合・漁業組合などを出資者として, 農林債権の発行や出資者への貸し出しなどを行う. 1923 年産業
組合中央金庫とし設立され, 1943 年現在の名称となる. 『大辞泉』 参照.
18 農業者大学校は, 1968 年に東京都多摩市に農林省(当時)によって設立され, 農家の後継者確保とリー
ダー的農業者の育成に取り組む. 2001 年からは独立行政法人農業者大学校, 2006 年からは独立行政
法人農業・食品産業技術総合研究機構の内部組織となり, 2008 年には茨城県つくば市に移転し, 農家
の子弟に加えて, 農業者になるという意欲のある若者をも受け入れ, 21 世紀のリーダー的農業者を育
てる新しい教育・就農支援プログラムをスタート. 2010 年 4 月, 行政刷新会議の事業仕分けにより廃
止とされ, 2011 年度末終了. 農研機構 HP 参照. http://www.naro.affrc.go.jp/farmers-ac/ (2020
年 1 月 16 日最終閲覧)
大に関する委員でした. 委員の構成員には, そうそうたるメンバーがいましたが, 誰一人して農
者大を潰せと言った人はいませんでした. ただ, 大分や岩手の分校はもう無理だが, 逆に本校が
東京にあることをメリットにして経営的なセンスを身に着けた人材を養成すべきだと, 今のアグ
リフューチャージャパンがいっているようなことに力を注ぐべきだと提言しました.
しかし, 各県の農業大学の全国会から, 農水省が農者大を継続すると, 優秀な学生が東京に吸
い上げられてしまうと言う意見が出たのです. 次元が違うだろうと委員の誰もが認識していまし
た. 各県の農業大学は各県のリーダー的人材を育て, 農者大は, 国を背負うような人材, 企業的
な農業を展開できる人材, さらに国際農業と戦えるような人材を育てるべきだと. つまり, この
ような人材を地方で育てることができるのですか, という答申を書いていました. そしたら農水
省の課長が変わって, 経産省から送り込まれてきた新しい課長が私たちの委員会に乗り込んでき
て, いきなり ｢いろいろ検討して頂いていますが農者大は廃止です｣ と言われました. ｢何のた
めに委員会やってるんだ｣ といったら, ｢申し訳ないですけど廃止ですから. ご苦労様でした｣
とはっきり言われました. ｢ふざけるな｣ ということで, 農業関係者ではない人も含めて大ブー
イングですよ. 農水省も相当反発してくれました. それで, 最後の委員会で, 一応向こうも折れ
てくれて, 妥協案として出されたのが, ｢廃止か筑波移転か｣ の選択です. 委員会の議論はそっ
ちのけです. ｢委員会が, 筑波移転を認める上で答申を出すならば, 一応農者大は残す方向で行
政として考えます.｣ といわれました. ｢なんなんだ｣ という話になりましたが, なくなるよりは
いいと言うことになりました. 委員の間では, 学者軍団のなかにもっていって実践的な学校なん
かできるわけがないだろうと. ただ, どちらかといえば農者大を廃止するくらいなら, 筑波移転
を反対しませんと言わざるを得なかったのです. それで筑波に移転しました. しかし, 時限措置
みたいなもので, 国は数年後には潰しました.
ただ, その頃にリーマンがあって, 農林中金が, ならば私たちが資金を人材育成に出しますと
なったのです. 農林中金が音頭取れば, 莫大な資金がありますし, 企業もこの頃農業参入が盛ん
に騒がれ始めた時期でお互いに勉強になると考えたので資金を出して協力したのだと思います.
西野：そのような背景のなかで, 日本農業経営大学校が設立されたわけですね. ところで, その
学校の運営母体であるアグリフューチャージャパンとは, どのような組織でしょうか.











程度農業を経験した上で, たとえば 5年くらいやっていて, ある程度農業のことが分かっている




です. そういうことのほかに, まったく農業を知らない人たち, つまり新規参入を目指す人も入っ
てくるわけです. 畑一つない学校で, 農業経営とは ｢6 次化だ｣ ということを教えてもどうなの





していない. それに農者大の OB にはね, すごく優秀な卒業生がいます. 私たちの年代以上の
OBのなかには, 日本農業を支えている人材, 農業に対して思い入れのある人がたくさんいます.
名前を挙げればきりがないくらい. だから, そういう人材が養成されるのではないかという期待
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す. 農水省もすぐ近くにあるし, 農林中金や農協系統のトップクラスとも繋がるわけですから.






くらいしかないですが, 現実としては, どれもこれもトーンダウンしています. やっぱり生徒も
集まらないしね. それに私の大学のような 4年制大学の農学部でも何度も指摘していますが, 農
業者を育成することは難しいです. 実際は, 現場から乖離していく方向性にあります. つまり,
研究に特化していくことになります. もちろん, 本来 4年生大学は研究, 教育であるとともに,
地域貢献という三つの柱があると思いますけど, 地域とうまく繋がれてない. 繋がるツールがな
くなっています. 原因の一つは農業界自身が力を失ってきていることです. むしろどんどん溝が
開いていって, 結果的に農業に就業する人は少なくなっていきます. その為, 研究面が強調され
ています. 大学としても, 学生を食品, 流通, 農業研究所, シンクタンクなど農業関連業界に就
職させることがメインの出口となっています. このような業界では農業系の事を学んだ学生を欲
しがる傾向があります. だから農学部の学生は幅広い就職先があり, あまり困らないです. 学生
は, 将来性のみえないところに行きません. 学生は敏感です. 農業高校も同じです. ただし, 農
業をやりたいという人は本当に一握りです. 農業者の親たちも農業を継がなくてもいいと言って




木之内：そうです. 今の若手は, 人から言われて農業をしているわけではない. ここが経営をす
る時の最大の強みです. 自分の自己責任でやろうとしていることが何よりも重要です.
西野：この話は, 今日の鼎談の肝ですね. 先生は一方で日本農業の未来は絶望と語り, 他方で若
い 20 代 30 代にはチャンスがあると指摘されています. 表層だけを捉えると矛盾するように聞こ







という若手には思いがけないビジネスチャンスになると思います. つまり, 若手にとって, 現在
のような状況はマイナス要因ではない. ただし, 国全体をみれば, 困るのは, 消費者であり, 農
水省であり, 農協の人達で, 予想もできないような深刻な事態が発生するでしょう. これまで彼
らはすべてに蓋をして見て見ない振りをしてきたわけですから, 厳しい時代になると思います.
原田：確かに, 若手 20代や 30代が市場の中で揉まれる覚悟を持っていることは重要ですし, チャ
ンスはあると思います. ただし, この市場の中でやる気だけで大企業と太刀打ちはできるのかと
いう問題もあるのではないでしょうか.
木之内：そこは難しい面ですね. そこは私もみえていないところです. やる気だけで, 努力して









はしています. しかし, 農業のプロは企業内に存在していませんし, どのように育成すべきか分
かっていない状態です. だから, 私たちのところに来て, 中間管理ができるような人を紹介して
ください. 費用はすべて出しますといわれます. つまり, 農業界に進出したはいいけど, マニュ
アルみればできると思ったけど全然上手くいかない. マネージメントができて, 栽培のスキルを
持っている人材いませんかと言ってきますが, いるわけないです. いるならばこっちが欲しいで
すよね. ｢花の海｣ も, 第二, 第三の農場を作れないのはマンパワーが足りないからです.
原田：農業の場合はマンパワーに求められるものはかなり高い要求になりますよね. 育成は難し
いと思いますが, 育てられないわけではないと思いますけど, いかがですか.
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木之内：育て方で育つと思います. 私のところにも, 有名企業や銀行などで働いた経験を持つ人
材は, しっかりした経営をやった上に次の若手の面倒までみています. ただ, 次々に人材育成し




り固めていかないと外部から押しつぶされてしまいます. 実際, 5人, 10人の仲間を作って, しっ
かりとした協力体制を構築している若手もいます.
原田：なるほど. 農業を行う上で, 新しい協同組合を作る必要はありますね. その場合, 若手を
上手く誘導するような年配者の存在は不可欠でしょうし, そのなかで, 農業の知識や技術をしっ
かり継承していく必要もあると思います.
木之内：そうですね. 結局, 今の年配の方々は, 技術とか知識を積み上げてきました. もちろん
農協や行政の指導員の支援の下で助け合ってきたわけです. つまり, 一枚岩だったんです. 農家
も農協も一緒になって, 産地を作っていこうという希望を共有していました. たとえば, 南阿蘇
村にイチゴの導入をした時は, みんなでイチゴ産地を拡大しようと頑張ってきました. ところが,
もう落ち着いてしまって, 現況としては, 産地維持が精いっぱいといった雰囲気に変わってしまっ
ています. ただ, 産地維持をする人すらいないじゃないかというのが現在の問題です. つまり,
農村を見渡して産地維持をするためにどうするのかが現況の重要な課題で, 新しい産地を作り出
そうとするようなところは存在していないでしょう.
原田：つまり, 若手に期待すべきところは, 産地維持ではなく, むしろ産地創成というような希
望, 若手で協力し合って一つの目標に向かっていく夢のようなものが必要なんでしょうね. 若手
は, 家計維持ばかりを考えず, 力を合わせて前進して欲しいです.
さて, この鼎談の初めの方で, 先生が, 日本農業に未来はないといわれた時は, 目の前が真っ
暗になるようでしたが, 話しを伺う中で, 日本農業の問題とその将来像が, かなり明確に浮かび
上がってきました. もちろん, まだまだ勉強したいことはたくさんありますが, 紙幅の問題もあ
ります. そろそろ鼎談を締めなければなりませんが, 最後に, この鼎談の意義について先生のご
意見をお聞かせいただきたいと思います.
木之内： 今回の鼎談では, 冒頭あえて過激な言い方でスタートをさせていただきました. しか
し, そのことで総論的なお話ができたと思います. 現在の日本農業の課題が多少みえたのではな






方, 農家の現状を感じ取ってもらえるんじゃないかと思っています. もちろん, どこがいいとか






がら, 細かく各論を述べていくと, インパクトを与えることができるでしょうし, 関係機関の溝
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